










戦略を考えています。現在は、大型アミュ

ーズメントパークや大手タクシー配車サー

ビスとの連携も協議段階にあります。

――今現在のトークンセールの状況を

お教えください。ICOは行う予定です

か？

プロジェクト発足時は今年の９〜11月で

プレセールとパブリックセールを行う予

定だったのですが、ありがたいことに想

像以上の資金が集まり、プレセール前に

ソフトキャップの20億円をクリアし、プレ

セールで50億円のハードキャップに近づ

いている事もあってパブリックセールは

行わない事にしました。先ほども申しまし

た通り、私はICOを短期の投機的な捉え

方をして欲しくないので、Time  

Innovationの経済圏を広げるために長期

目線で力を貸していただける投資家様だ

けにトークン販売をさせていただいた形

になりました。

先日は与沢翼さんとも対談をさせていた

だいたのですが、Time Innovationの考え

にとても興味を持っていただき、最終的

に1億円分のTimeコインを購入していた

だきました。

――Timeコインの価値はどのように上

昇していくと想定しておりますか？

Time Innovationでは、Timeポイントと

Timeコインの2つを提供しています。 

TimeポイントはTime経済圏の中でポイン

トサービスに使われていくものであり、 

TimeコインはICOで販売する株券のよう

な位置付けです。

ポイントサービス会社というのは2つの収

入源があり、まず一つはポイントの販売

です。例えば、加盟店が顧客に付与する

ために100円分のポイントを購入した時、

販売元からは200円の請求がきます。こ

の差額というのは、加盟店からすると単

純に広告システムの利用料や、お客を呼

び込むための広告費で、ポイントサービ

ス会社の収益源です。この仕組みは、ど

のポイントサービス会社でも同じで、中に

は100円分のポイントを250円で購入すれ

ば、顧客データなども共有されるというプ

ランもあったりします。

もう一つの収益源は有効期限などで失

効したポイントです。加盟店が顧客に100

円分のポイントを付与したとして、その顧

客が加盟店で100円分のポイントを使用

したときに、ポイントサービス会社は100

円を加盟店に返金します。ですが、統計

によるとお客に付与したポイントの４割

は使用されずに失効となっていて、これら

のポイントがポイントサービス会社側の利

益となるわけです。

日本国内のポイント市場は1兆4400億円
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(1) beacon(ビーコン)は、信号を発信して位置
を知らせる発信機。bluetoothをオンにして
いるスマホ端末の位置情報をGPSよりも高い
精度でキャッチすることができる。
(2) 余暇を楽しむための施設、手段、用具を
提供または生産する産業。レジャー産業とも
いう。

の規模があるのですが、このうちの4割は

失効して企業側の利益となっているので

す。弊社はここに着目し、この失効したポ

イントをTimeコインのホルダーに保有割

合に応じて分配します。

通常の暗号通貨はボラティリティーが激

しく、リブランドや新しいローンチでイメー

ジが上がると価格が上がるという状況が

往々にしてあるのですが、それは実態が

伴ってないことが多いからだと思います。

我々はそうではなく、ポイント市場でシェ

アを拡大していき、実際の収益をホルダ

ーに分配するという新しい構造を考えた

のです。Time経済圏が拡大していけば、

自ずと分配されるポイント数も増えてい

きます。また、分配される額が上がって利

回りが大きくなれば、Timeコインの希少

価値とともにコインの価格が上がってい

くのです。

――Time Innovationのアドバイザー

には錚々たるメンバーが名を連ねており

ますが、特筆すべき点はありますか？

アドバイザーは我々のプロジェクトに賛同

して、一緒に経済圏を広げていただける

方たちに参加していただいています。ホワ

イトペーパーを見ていただければ分かり

ますが、各々が各業界で非常に大きな経

済圏を持っていて、Time経済を拡大させ

るメンバーとして心強い方々ばかりです。

また、Time Innovationは海外でも活動を

広めていく予定でおりますので、各国で

広いコネクションをもつ外国人アドバイザ

ーにも参画していただいています。

――ありがとうございました。Time 

Innovationの全体像がよくわかりまし

た。とても将来性のあるプロジェクトで

すので、今後の活動を楽しみに注視させ

ていただきたいと思います。

おわりに
インタビュー前は、時間を可視化された

価値に変えるということができるのか疑

問であった。しかし、インタビューの中で

具体的な技術や市場の大きさ、そのビジ

ネスのアルゴリズムを説明いただき、とて

つもなく大きな可能性を秘めているプロ

ジェクトであることが明らかとなった。

現代の実社会において、ポイントサービ

スが存在感を増し、ますます普及が進ん

でいることを日々の生活の中で感じるこ

とがある。日本国内においては消費税増

税の煽りを受けてキャッシュレス化が急

速に進んでいくことは確実で、ポイントサ

ービス市場はいま以上に拡大するだろう。

「時間」という概念に価値を付与すると

いう斬新な考え方は本当に革命を起こす

可能性を秘めていると感じさせられる対

談であった。

今後のTime Innovationの活動に期待を

込めて、注視していきたい。

Time Innovation 
公式ホームページはこちら

timeinnovation.io
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